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２
月
１
７
日
（
土
）
、
東
武
浅
草
駅
７
時
３

０
分
発
の
特
急
け
ご
ん
５
号
に
乗
車
。
車
窓
は

田
園
風
景
か
ら
里
山
に
変
わ
り
、
男
体
山
や
女

峰
山
な
ど
の
日
光
の
山
々
が
見
え
て
く
る
。 

 

９
時
２
０
分
、
東
武
日
光
駅
に
到
着
。
ひ
ん

や
り
と
し
た
駅
前
に
降
り
立
っ
た
の
は
、
和
田
、

及
川
、
太
田
、
星
野
親
子
、
川
名
夫
妻
、
神
山
、

宗
像
夫
人
、
戸
丸
の
１
０
名
。
９
時
３
５
分
発

の
湯
元
温
泉
行
に
３
名
が
乗
る
が
満
員
で
乗

り
切
れ
ず
、
残
り
７
名
は
１
０
分
後
の
９
時
４

５
分
発
の
バ
ス
で
追
い
か
け
る
。 

 

先
の
バ
ス
は
竜
頭
の
滝
に
１
０
時
３
６
分

着
。
後
の
バ
ス
は
１
０
分
後
に
到
着
。
ち
ら
ち

ら
と
雪
が
舞
っ
て
い
る
。
バ
ス
停
か
ら
少
し
手

前
に
戻
る
と
竜
頭
の
滝
だ
。
竜
頭
の
茶
屋
と
公

衆
ト
イ
レ
が
あ
る
。
茶
屋
の
真
ん
前
に
ほ
と
ん

ど
氷
結
し
て
い
る
迫
力
の
滝
が
流
れ
て
い
る
。 

 

茶
屋
の
休
憩
所
を
お
借
り
し
て
ス
パ
ッ
ツ
、

雨
具
な
ど
身
支
度
を
す
る
。 

 

１
１
時
１
９
分
、
歩
き
出
す
。
実
は
こ
の
時
、

道
を
間
違
え
て
バ
ス
通
り
を
進
ん
で
し
ま
っ

た
。
数
分
で
気
が
付
い
た
が
元
に
戻
っ
て
も
同

じ
く
ら
い
の
時
間
な
の
で
そ
の
ま
ま
進
む
こ

と
に
し
た
。
本
当
は
公
衆
ト
イ
レ
の
横
を
進
む

の
が
正
規
の
ル
ー
ト
だ
っ
た
。
結
果
約
１
０
分

ほ
ど
多
く
歩
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

バ
ス
通
り
を
右
に
大
き
く
蛇
行
し
な
が
ら

進
み
竜
頭
の
橋
を
渡
る
と
左
側
に
正
規
の
ル

ー
ト
が
現
れ
た
。
橋
の
手
前
で
左
方
向
へ
進
む

団
体
が
い
た
が
、
３
等
三
角
点
の
高
山
（
１
６

６
７
ｍ
）
方
面
だ
。 

 

１
１
時
４
０
分
、
橋
を
越
え
た
左
側
で
ア
イ

ゼ
ン
を
着
け
る
。
１
１
時
５
３
分
再
出
発
。
一

面
雪
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
り

深
い
雪
だ
。 

 

ま
ず
は
真
っ
白
な
雪
の
雑
木
林
を
進
む
。
左

に
は
川
が
流
れ
て
い
る
。
地
獄
川
と
い
う
ら
し

い
。
木
漏
れ
日
が
雪
原
に
木
々
の
シ
ル
エ
ッ
ト

を
描
い
て
い
る
。
空
は
青
空
で
と
て
も
気
持
ち

が
い
い
。 

 

１
２
時
、
鹿
除
け
の
ゲ
ー
ト
を
越
え
る
。
少

し
進
む
と
車
道
を
横
切
る
、
こ
こ
が
石
楠
花
橋

の
ポ
イ
ン
ト
。
左
に
行
け
ば
幕
張
峠
方
面
、
右

に
行
け
ば
バ
ス
通
り
に
出
ら
れ
る
。
左
斜
め
方

面
に
数
名
が
進
ん
で
い
っ
た
が
小
田
代
歩
道

方
面
だ
。
こ
こ
で
短
い
昼
食
に
す
る
。
雪
の
上

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
０
３
号 

２
０
１
８
年 

３
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
っ
て
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

奥
日
光
、
竜
頭
の
滝
か
ら
戦
場
ヶ
原
を
歩
き
、
湯
元
温
泉
付
近
で
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
楽
し
む
。 
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に
敷
物
を
敷
い
て
昼
休
憩
。 

 
１
２
時
３
５
分
出
発
。
こ
こ
の
標
識
に
は

「
戦
場
ヶ
原
自
然
研
究
路
入
口
」
と
「
日
光
て

く
て
く
歩
道
」
と
あ
る
。
少
し
進
む
と
左
に
道

が
分
か
れ
る
、
こ
れ
は
小
田
代
歩
道
に
つ
な
が

る
。
道
な
り
に
右
方
向
に
進
む
。 

 

１
２
時
４
９
分
、
赤
沼
分
岐
。
こ
れ
を
左
が

予
定
ル
ー
ト
だ
が
、
直
進
し
て
赤
沼
で
ト
イ
レ

休
憩
。
ト
イ
レ
は
暖
房
が
入
っ
て
い
て
快
適
だ

っ
た
。
１
３
時
７
分
、
元
に
戻
っ
て
ル
ー
ト
を

目
指
す
。 

１
３
時
１
１
分
、
赤
沼
分
岐
を
右
折
。
こ
こ

か
ら
は
戦
場
ヶ
原
の
エ
リ
ア
だ
。
左
の
湯
川
で

は
深
い
緑
色
の
頭
が
き
れ
い
な
マ
ガ
モ
が
餌

を
探
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
真
っ
白
な
雪

の
上
は
気
持
ち
が
い
い
。
そ
こ
か
ら
伸
び
て
い

る
白
樺
が
美
し
い
。
歩
い
て
い
る
ル
ー
ト
の
下

は
木
道
だ
が
雪
が
厚
く
積
も
っ
て
い
て
枝
に

頭
が
ぶ
つ
か
る

こ
と
が
多
い
。 

 

大
き
な
望
遠

レ
ン
ズ
で
鳥
を

写
し
て
い
る
カ

メ
ラ
マ
ン
が
沢

山
い
る
。
右
方
向

に
は
男
体
山
が

う
っ
す
ら
と
雪

雲
で
霞
ん
で
見

え
て
く
る
。 

 

１
３
時
３
５
分
、
戦
場
ヶ
原
ら

し
い
木
々
の
無
い
広
い
雪
原
に

出
る
。
ベ
ン
チ
が
あ
る
が
風
が
冷

た
い
の
で
あ
ま
り
休
ま
ず
に
フ

ー
ド
を
被
っ
て
進
む
。
し
ば
ら
く

す
る
と
ま
た
林
の
中
に
入
っ
て

ゆ
く
。 

 

１
時
４
７
分
、
小
さ
な
木
の
橋

で
湯
川
を
渡
る
、
青
木
橋
の
よ
う

だ
。 

 

２
時
９
分
、
左
の
小
田
代
ヶ
原

か
ら
の
道
と
合
流
す
る
。 

 

２
時
１
７
分
、
小
さ
な
小
田
代

橋
を
渡
る
。
こ
の
あ
た
り
は
カ
ワ

マ
ス
の
産
卵
場
所
だ
そ
う
だ
。 

木
の
階
段
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に

分
岐
が
あ
る
。
右
に
行
け
ば
光
徳

方
面
だ
。
左
の
湯
滝
方
面
に
進
む
。

こ
の
あ
た
り
は
湯
滝
ミ
ズ
ナ
ラ

の
保
護
林
だ
そ
う
だ
。
川
沿
い
の

や
や
歩
き
に
く
い
道
が
続
く
が

美
し
い
。
左
の
小
滝
周
遊
道
路
は

閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。 

２
時
５
１
分
、
鹿
除
け
の
ゲ
ー

ト
を
く
ぐ
る
と
湯
滝
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
に
到
着
。
営
業
は
し
て
い
な

い
。
目
の
前
に
大
迫
力
の
湯
滝
が

現
れ
る
。
想
像
以
上
の
圧
巻
だ
。 

湯
滝
の
横
の
急
な
坂
を
九
十

３
月
１
８
日
（
日
）
は
筑
波
山
に
行
き
ま
す
。 

女
体
山
（
８
７
７
ｍ
）、
男
体
山
（
８
７
１
ｍ
） 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス 

歩
行
４
時
間 

  

１
３
年
ほ
ど
前
に
山
中
さ
ん
も
参
加
し
た
筑
波
山
に
久
し
ぶ
り
に
行

き
ま
す
。
今
回
は
少
し
ル
ー
ト
を
変
え
て
つ
つ
じ
ヶ
丘
か
ら
女
体
山
、

男
体
山
と
回
り
筑
波
山
神
社
に
下
り
ま
す
。 

●
下
山
後
、
時
間
が
あ
れ
ば
温
泉
に
入
り
ま
す
。 

※
何
か
汁
も
の
を
作
り
ま
す
。 

 
 

○
持
ち
物 

昼
食
、
飲
料
水
、
非
常
食
、
雨
具
、
ス
パ
ッ
ツ
、
傘
、

ポ
ッ
ト
に
お
湯
、
食
器
、
カ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
ヘ
ッ
ド
ラ

ン
プ(

予
備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、（
痛
み
止
め
ス

プ
レ
ー
な
ど
）
、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ち
り
紙(

ロ
ー
ル
ペ

ー
パ
ー)

、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー
か
マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、
ホ
イ
ッ
ス

ル
、
磁
石
、
他 

 

●
申
し
込
み
は
３
月
１
６
日
（
金
）
ま
で
に 

現在の収支 

繰越     35220 円 

 

 

支出 

印刷費     1000 円 

コピー代    400 円 

現在高    33820 円 

切
手
残
数 

 

８
２
円
切
手 

 

２
３
５
枚 

４
０
円
切
手 

１
３
１
枚 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

http://www.geocities.jp/hakonegumi1991/ 

集合 ３月１８日（日） 

つくばエクスプレス秋葉原駅 

７：００発 快速つくば行き 

（前から３両目車内） 

つくば駅 ７：４５着（バス乗換） 

（１番乗り場）８：00 つつじヶ丘行き 

つつじヶ丘 ８:５０着 

 

●以下の切符を買うと約 820円お得です。 

電車とバスが乗り降り自由です。 

筑波山あるキップ 3,300円（秋葉原から） 

（駅の券売機で当日買えるようです。） 
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九
折
れ
に
登
っ
て
ゆ
く
。
深
い
雪
を
乗
り
越
え

て
上
の
車
道
横
に
出
る
と
湯
ノ
湖
に
出
る
。 

こ
こ
か
ら
天
気
が
急
変
し
た
。
ま
る
で
八
甲

田
山
の
映
画
の
よ
う
な
感
じ
だ
。
風
が
強
く
な

り
雪
が
横
か
ら
吹
き
付
け
て
く
る
。
こ
こ
か
ら

は
写
真
を
撮
る
余
裕
も
な
か
っ
た
。
車
道
か
ら

遊
歩
道
に
入
り
兎
島
の
付
け
根
を
深
い
雪
の

中
を
歩
き
、
湖
畔
沿
い
の
道
を
左
に
曲
が
る
。 

右
に
場
が
り
大
通
り
を
左
に
行
く
と
湯
元

ス
キ
ー
場
手
前
右
側
の
「
日
光
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
ほ
の
か
な
宿
樹
林
」
に
４
時
到
着
。 

な
か
な
か
立
派
な
ホ
テ
ル
で
、
応
対
も
良
く

い
い
気
分
だ
。 

二
階
の
三
部
屋
に
１
０
人
は
収
ま
っ
た
。
し

ば
ら
く
ゆ
っ
く
り
し
て
さ
っ
そ
く
湯
元
温
泉

の
お
湯
に
浸
か
る
。
窓
の
外
、
樹
林
の
景
色
は

真
っ
白
な
深
い
雪
。
お
湯
も
少
し
熱
め
で
と
て

も
気
持
ち
が
い
い
。
露
天
風
呂
に
寒
さ
を
こ
ら

え
て
決
死
の
覚
悟
で
２
枚
の
ド
ア
を
越
え

て
入
っ
た
が
や
は
り
気
持
ち
が
い
い
。 

６
時
か
ら
夕
食
、
食
前
酒
と
ビ
ー
ル
で

乾
杯
。
料
理
も
お
い
し
く
鍋
は
食
べ
き
れ

な
か
っ
た
。 

翌
朝
は
、
５
時
に
起
き
て
朝
風
呂
を
楽

し
ん
だ
。
ち
ら
ち
ら
と
雪
は
舞
っ
て
い
る

が
、
ど
う
や
ら
天
候
は
ま
ず
ま
す
の
様
だ
。 

８
時
朝
食
、
こ
れ
ま
た
大
満
足
だ
っ
た
。 

９
時
３
０
分
、
荷
物
を
フ
ロ
ン
ト
に
預

か
っ
て
も
ら
い
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
借
り

に
近
く
の
ス
キ
ー
場
隣
接
の
レ
ン
タ
ル
屋

さ
ん
に
向
か
う
。
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
と
ス
ト
ッ
ク

を
借
り
て
着
け
方
を
教
わ
り
い
ざ
出
発
。 

湯
元
温
泉
エ
リ
ア
で
三
つ
あ
る
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
コ
ー
ス
の
中
で
一
番
平
坦
な
金
精
の
森

コ
ー
ス
を
目
指
す
。
道
路
は
す
べ
て
雪
で
埋
め

尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
お
店
の
前
か
ら
歩
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

昨
日
の
道
を
戻
り
、
大
通
り
を
左
に
曲
が
り

東
武
バ
ス
湯
元
温
泉
タ
ー
ミ
ナ
ル
先
を
左
に

曲
が
り
ま
っ
す
ぐ
広
い
車
道
を
進
ん
で
ゆ
く
。

車
道
は
除
雪
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
真
っ

白
い
道
路
だ
。 

１
０
時
４
９
分
、
車
道
か
ら
登
山
ル
ー
ト
に

入
っ
て
ゆ
く
が
雪
が
深
く
す
ぐ
に
は
見
分
け

は
つ
か
な
い
が
、
そ
れ
で
も
赤
い
リ
ボ
ン
が
つ

い
て
い
る
の
で
安
心
だ
。 

こ
こ
か
ら
は
深
い
雪
だ
。
昨
夜
降
っ
た
新
雪

が
柔
ら
か
く
気
持
ち
が
い
い
。
踏
み
跡

の
無
い
新
雪
を
歩
く
の
は
気
持
ち
が
い
い
。 

１
１
時
２
０
分
、
だ
い
ぶ
歩
い
た
の
で
こ
こ

で
記
念
撮
影
を
し
て
戻
る
こ
と
に
す
る
。 

 

レ
ン
タ
ル
屋
さ
ん
の
１
階
が
食
堂
で
ス
キ

ー
客
に
交
じ
っ
て
美
味
し
い
湯
葉
蕎
麦
な
ど

を
頂
く
。 

雪
と
戯
れ
、
自
然
の
厳
し
さ
、
楽
し
さ
を
満

喫
の
奥
日
光
で
し
た
。 
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